
【問　題】

　症例：40 歳代，女性．
　主訴：なし．
　現病歴：X－3 年に健診で上部消化管内視鏡検
査（EGD）が施行され，食道切歯 23cm に 3mm
大のポリープを指摘された．生検結果は mucosal 
hyperplasiaの診断であり，以降経過観察をされて
いた．X 年にポリープの急激な増大を認め，精査
加療目的に当科紹介となった．
　既往歴：H. pylori 除菌治療後（X－3 年）．
　生活歴：喫煙歴：なし，飲酒歴：なし，熱いも
のを摂取する習慣なし．

　来院時現症：身長 158cm，体重 46kg．腹部平
坦，軟，圧痛なし．
　血液検査所見：WBC 5400/µl，RBC 415×104/
µl，Hb 12.8g/dl，Plt 31.5×104/µl，TP 7.2g/dl，
Alb 4.4g/dl，AST 17IU/L，ALT 13IU/L，γ-GT 
16IU/L，BUN 8mg/dl，Cre 0.67mg/dl，Na 
141mEq/L，K 4.4mEq/L，Cl 106mEq/L，CRP 
0.03mg/dl．
　EGD，超音波内視鏡検査（EUS），CT の画像を
示す（Figure 1～3）．

経過と画像所見から考えられる疾患は
何か？

急速に増大した食道腫瘤の 1例

Figure　1.　EGD（左上：X－3 年，右上：X－2 年，左下：X 年，右下：X 年 NBI）．
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Figure　2.　EUS．

Figure　3.　胸部造影 CT（冠状断）．
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